
すし久をはじめ、おかげ横丁の各飲食店では、季節の素材を使った御料理でみなさまをお迎えしております。

月替わりの
午前5時～なくなり次第終了朔日メニュー朔日メニュー

早朝のお楽しみ

麺もスープも贅を尽くした中華そばのお店。
スープは月替わりです。

五十鈴川カフェ

横丁そば

朔日そば・　・　・　・　・　・　9００円

海老丸

はいからさん

モーニングセット(限定50セット) 63０円

（価格はすべて税込みです。）

はいからさんおすすめ料理をワンプレートにしました。
お飲み物は、コーヒー、オレンジジュース、ミルクから
お選びいただけます。

朔日モーニング　　　 　700円（ワンドリンク付き）

とうふや

すし久

ふくすけ
イサギの天ぷらうどん・400円

海老雑炊・・・・・・700円

伊勢焼きうどん・・・・450円

初夏の風物詩として親しまれているそら豆は、ほのかな甘み
とホクホクとした食感が特徴です。そら豆の色鮮やかな緑色
から、爽やかさを感じさせるお粥になっています。

そら豆粥
　　　700 円

別名「香魚」とも言い、味だけでなく香りも良い鮎。
旬を迎える初夏、独特の旨味のある鮎を贅沢に雑炊で
ご賞味ください。

初夏が旬のイサギは、「鯛にも勝る美味しさ」と言わ
れるほど。イサギのほのかな甘みをお楽しみください。

鮎雑炊・・・・・・・900円
海老、鰹、昆布からとった、コクのある味わい深い出汁に、
あおさ海苔をそえた磯の香りいっぱいの雑炊です。

五十鈴川カフェ自慢のネルドリップで淹れる本格コーヒーに
トースト、半熟ゆで玉子、ヨーグルトと月替わりのお菓子が
付いたセットです。

団五郎茶屋

風味豊かで、コシのある戸隠そばに、にぎりたてのおにぎ
りと出汁巻き玉子が付いた朔日限定のセットです。

朝そばセット・・・ 700円
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午前5時～午後7時
※営業店舗・営業時間・料理内容は、都合により変更または
中止になる場合がございます。あらかじめご了承下さい。

2022年6月

神宮参拝時間

4時半より整理券を配布いたします。 4時半より整理券を配布いたします。

伊勢醤油本舗

もちもちのうどんの食感と昔懐かしい醬油の香りがた
まらない美味しさです。



夏まちまつり 

　伊勢の町並みの特徴として代表的なものが「切妻妻

入」です。

　切妻とは棟を頂点に二つの傾斜面が合わさり、三角

形を作る屋根の形を言い、妻入りとは棟と直角の側面

に出入口をつける建築様式を言います。

　神宮の御正殿が平入り

であるため、「神様と同

じ住まいでは恐れ多い」

と伊勢の人々は遠慮し

たからと考えられてい

ます。

切妻妻入

6月の朔日香

6月の朔日てぬぐい

麦秋

◆「神路屋」「徳力富吉郎版画館」にて
　販売しております

赤福が毎月一日に販売する「朔日餅」の
包装紙の柄をもとに、伊勢型紙で作った
てぬぐいです。

6月は麦秋とも呼ばれ、麦刈りの季節です。
今月の香りはハーブ系バジルをふんだん
に入れ、爽やかな香りに仕上げました。

◆朔日香は「くつろぎや」にて毎月一日から販売します（数量限定）

12 本入り  ￥880

◆夏まち大道芸（4日（土）、5 日（日）のみ）
梅雨空を晴らすかのように繰り広げられる
大道芸。豊かな口上芸のバナナの叩き売りや
ガマの油売り、昔懐かしい
紙芝居などをお楽しみくだ
さい。
◆絵付け体験
料金 / 風鈴 1，220円
　　　うちわ 500 円
　　　お面 1，220円　
◆浴衣レンタル
料金 / 2，900円～

き　り　つ ま　つ　ま　い　り

日時 /令和4年6月3日(金)～6月5日(日)
場所 /おかげ横丁一帯
　　　　※社会情勢や諸事情により、やむを得ず内容を一部
　　　　　変更または中止させていただくことがございます。
　

朔日朝市朔日朝市
おかげ横丁
常夜燈付近

場所

午前5 時頃～
午前8 時頃

日時

今月のおすすめ

なかむら珈房の珈琲
長い年月と多くの経験で
磨かれた焙煎技術で、
珈琲豆の持つすばらしい
香り・風味・個性を引き
出します。
他では味わったことのな
い珈琲を是非一度お楽し
み下さい。
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